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‐
題

6月 27日例 原 井小学校において交通安全教室が実施されました。

交通事故に道わないようにするにはどんなことに気をつけたらよいの

か、 1～ 3年生は警察官口交通指導員の指導を受けながら横断歩道の

渡り方などを学習しました。
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平が,17年生lo月 1日 から制度が変わります。

醍説腿難艶ギ乳鞄盤等
◎対象者の本人負担額が 「区こガ薫婁己てつ 1書 J」 になります。

◎ 「薬局」では、従来どおり、本人負担はありません。

*た だし、乳幼児等医療の3歳以上就学前の対象者は、薬局でも1書J負担となります。

◎ 1か 月当たりの本人負担額は、次の金額を 「■ l展」 とします。

福 祉 医 療

八 院 通  院

一 般 の 人 40,200円 12,000円

市民税非課税の

世帯に属する人
7,500F電 4,000円

20歳未満の障害児

(者)
2,000F電 1,000円

※ 現 在、福祉医療の対象となっている人は、医療証の有効期限が 「9月末まで延長」となります。

(延長分の医療証は、 7月末|こ郵送します。)

※ 福 祉医療では、新た|こ「父子家庭」の親子も対象となります。

ただし、所得制限があり、申請が必要です。

※ 手し幼児等医療の改正|こついては、今後詳し<広 報|こ掲載いたします。

詳し<は 、お問い合わせ<だ さい。

縁   高 t 合ヽわせ先 福 祉総務課保険係 1階窓□⑤番 (a内 線 156、 158)
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10月からし尿くみ取り料金が改定されます

10月から市町村合併|こ伴うし尿<み 取り料金の統一 ・調

整|こより、料金が下記のとおり改定されます。

し尿くみ取り料金の改定内容

改定前 145円 (税込15225円)

改定後 150円 (税込15750円 )

問い合わせ先 環 境課清掃対策係 (a内 線 257)

乳 幼 児 等 医 療

入  院 通  院

3 歳 未 満 2,000円 1,000円

3歳 以上就学前 15,000円 8,000円
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、駈居、亜出届などの届出の際に本人確記を衛います

を  第 二者|こよる本人|こなりすました届出を防止すること、住民基本台帳の正確な記録を確保することを

」届などの届出の際|こ身分証明書などで本人確認を行

【本人確認 に必要な身分証明書】

1導=1寺1芋ヽがネ下十卜(

出ほできますが、本人確認のできなかつた届出人|こは、

'  市 民の普さんには負担をかけること|こなりますが、趣旨を理解の上ご協力をお願いします。
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市立美川幼稚園では、「環

境学習モデル事業」の一環

と して有機農法|こ取 り組

み、園槙の田んほ|こ4羽 の

合鴨を放しました。含鴨ほ

稲 ことつての雑車や害虫を

食べて<れ ます。

子どもたちは、かわいい

合鴨|こ「頑張つて lJと 声

援を送っています。

一
炭
脱
き
窯
の
倣
鹸
事
習美川東地区の皮焼き窯|こあいて、地元の

高齢者グループ 「紅葉会」が伝統文化継承

を目的として第四中学校の生徒と交流しな

がら一緒 こ炭焼きを1/1験しました。この地

域|こかつて栄えた 「一の瀬たたら」の伝統

こついて学習しました。

おもなできごと

広報はまだ :平成 17年 7月 15日暑



6月 1日 の児童節(こどもの日)に思うこと

国際交流員
か頴中

張

中国の 「こどもの日」ほ日本と違い、毎年 6

月 1日で、名称を 『児童節』といいます。この

日ほ学校が休み|こなり、プレゼントをもらえる

ため、子どもたち|ことつてもつとも楽しい 1国

となります。

私の子どもB寺代ほ、70年代後半から80年代前

半でしたので、生活がまだ豊かではありません

でした。この時のプレゼントといえば新しい服

をもらうことぐらいでした。その服は、お母さ

んの手作りのもので何年も対応できるよう|こ

ダブダブしていましたが、みんな喜んで大切|こ

していました。学校は休みで、授業はありませ

んでしたが、生徒たちの演芸大会とか表彰大会

などのいろいろな行事が行われていました。学

校活動が終わつた後|こ、親と一緒|こ山登りをし

たり、海を見たりして、とても楽しい時を過ご

しました。

その時の嬉しさが強い印象|こ残っているた

め、大人になつた現在でも6月 1日になると、

遊んでいるこどもたちの笑顔をみたB寺|こると

自分の当時のことを思い出します。

今の中国では、5月 [入 るとデパートは 「児

童節商戦」の機を逃すまいと販売攻勢を仕准卜け

てきます。おもちや売り場では、多<の 大人た

ちが子どもへのプレゼントを買い[訪 れるた

め一気[賑 わうようになりました。子どもを喜

ばせるプレゼントを一生懸命|こ探している親

たちの姿とは対照的[子 どもをちの落ち着き

払った顔がなんとな<目 の前|こ浮かんできま

した。周りの雰囲気|こあまり関心がなさそう

で、そんな[楽 しみ|こしていないようです。お

そら<豊 かな環境の中で育つてきた子どもを

ちの目がますます肥えてきてしまつているの

かもしれないと私は思いました。

今年の児童節は国本で過ごしましたが、ある

記事|こ目をヨ|かれました。「今年の児壷節はプ

レゼントを止めよう」と言う記事でした。物を

与えるのではな<、子どもと一緒|こ楽し<過 ご

しましようという内容でした。この記事を読ん

で初めて子どもの気持ちを理解できるよう|こ

なりました。子どもがほしがつているのはプレ

ゼントではな<て 、親と一
緒|こいるB寺間だつた

ようです。確か|こおもちゃも良い物ですけれ

ど、親が一
緒|こ遊んで<れ ないと楽し<な いと

思います。

中国では、親が共働きしているケースが多い

うえ、
一

人つ子政策で兄弟もいないため、子ど

もほかなり寂しい思いをしています。中国の経

済が早いスピードで発展してきており、競争が

激し<な ってきているため、親たちは職場で一

生懸命頑張つて、動務B寺間以外の付き合いも少

な<な い状態となっています。そのような慌し

い日々の中で子どもだけが家|こ残ることが多

いため、親子間のコミュニケーションが十分|こ

取れていません。

子ども|よまず自分の親から物事を学びます

ので、家族の愛を感じられない子ども|こほ他人

を思いやる気持ちや気配りの心が育ち|こ<<

なります。もちろん仕事は重要ですが、未来を

担う子どもを元気|こ育てることの方がもつと

大事なことだと思います。だから、仕事はどん

な|こ忙し<て も8寺間を割いて子どもと一緒|こ

遊びましょう。6月 1日のような特別な機会だ

からこそ、仕事を離れて親子で楽しいB寺間を持

ち、ぜひ二度とない子どもB寺代を活き活きと過

ごさせてあ|ザましょう。

|||||||

広報|よまだ :平成17年7月 15日暑
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地瓢翠縦搾斯弊準守陪行！
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し
、

過
去
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み
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と
こ
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は
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遠
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▲平成16年度の観光大使
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植
栽
地
が
地
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公
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的
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あ
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、

地
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数
　
１
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５０
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度

配
布
地
区
数
　
７
地
区

（予
定
）

申
込
方
法
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局
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備
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付
け

の
申
請
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に
必
要
事
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光
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ⅢI'3お 群

今年も北海道河西郡中本し内村からすず

らんの花400本が届き、市民ロビー|こ飾られ

ました。可憐なすずらんの花ほ市役所を訪

れる人々の目を楽しませて<れ ました。

これほ 「右見神楽」交流関係で昭示□60

年度より毎年、当市に送られるものです。

当市か引よ、神楽ビデ才と石州禾□紙製

の 「恵比須舞セット」を送る予定です。

市
町
村
合
併
に
伴
い
各
市
町
村
の
社
会
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協
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も
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併
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福
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福
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福
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福
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一
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年
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、
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福
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、
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す
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旨
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れ
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れ
の
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事
会
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び
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で
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決
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ま
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、

こ
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対
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、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
月
以

内
区
そ
の
旨
を
お
申
し
出
＜
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成
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年
七
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八
日

島
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一
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日
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会

福
　
重
　
昭
小　
正

長
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島根県立大学
Newsv。 1日22
～海の見える丘から～

震書話 :0855-24-2200

ホームベージ:httpダ7竹vwⅥu―shimanecac,jp

平
成
１７
年
６
月
１０
日
⑥
区
中
国

上
海
市
ほ
あ
る
名
門
の
復
旦
大
学

を
訪
間
し
、

復
旦
大
学
国
際
問
題

研
究
院

（８
つ
の
研
究
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
統
合
し
た
機
関
）
と
５
年

間
の
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

復
旦
大
学
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で

ほ
大
学
院
留
学
生
を
２
０
０
８
年

度
任
２
人
、
２
０
０
４
年
度
Ｅ
ｌ

人
、
２
０
０
５
年
度
任
２
人
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
１０
月
～
１１
月

に
県
立
大
学

へ
学
術
交
流
の
た
め

区
招
増
し
た
復
旦
大
学

・
石
源
華
韓

国
朝
鮮
研
究
セ

ン
タ
ー
長
と
鹿
錫

俊

県
立
大
学
前
教
授

（現
【大
東
文

化
大
学
教
授
）
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

こ
の
た
び
交
流
協
定
の
締
結
区
至

り
ま
し
た
。

復
旦
大
学
の
開
学
１
０
０
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
ほ
正
式
に

交
流
協
定
を
締
結
で
き
た
こ
と
は
、

大
変
光
栄
で
あ
り
、

う
れ
し
＜
思

っ

て
い
ま
す
。

日
中
の
友
好
増
進
の
た

め
Ｅ
も
、

今
後
、

学
術
研
究
・教
育
・

文
化
な
ど
の
多
分
野
で
交
流
を
さ

ら
に
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
者
え
て
い
ま
す
。

６
月
１０
日
に
本
学
の
話
堂
ほ
て
、

坂
根
正
弘
さ
ん

（株
式
会
社
小
松
製

作
所
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

本
学
総
合

政
策
学
会
主
催
の
請
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

坂
根
さ
ん
ほ
小
中
高
校
と
浜
日
で

過
ご
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

当
日

は
多
＜
の
市
民
の
万
を
含
め
３
０
０

人
近
い
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

請

演
は

「
コ
マ
ツ
の
経
営
か
ら
み
た
グ

□
―
バ
ル
企
業
の
課
題
と
若
い
曽
さ

ん
へ
の
期
待
」
と
い
う
演
題
で
、

企
業

が
就
職
志
望
の
学
生
に
求
め
る
も

の
、

コ
マ
ツ
が
工
場
進
出
し
た
ア
メ
リ

カ
の
地
方
都
市
の
振
興
例
、

ブ
リ
ッ

ク
ス
（ブ
ラ
ジ
ル
、

ロ
ン
ア
、

イ
ン
ド
、

中
国
、

南
ア
フ
リ
カ
）
の
将
来
性
、

中

国
・韓
国
と
の
つ
き
あ
い
方
な
ど
、

グ

ル
ー
プ
企
業
全
体
で
３
万
人
の
大
企

業
の
経
営
を
通
し
て
得
た
豊
富
な
経

験

・
知
識
を
も
と
に
貴
重
な
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

県
立
大
学
匠
来
た
留
学
生
な
ど
の

支
援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る

「留
学

生
等
を
□
お
会
」
主
催
の

「
石
見
の

海
と
親
し
お
集
い
」
が
６
月
セ
日
Ｅ

開
催
さ
れ
、

留
学
生
約
３０
人
を
含
お

F*°
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沈丁立常務副院長 (左)

宇野学長 (右)

！
議

総
勢
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

唐
鐘

か

ら
海
浜
公
園
ま

で
の

ウ
才
―
キ
ン
グ
、

各
国
料
理
の
昼
食
、

歌
や
踊
り
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
市

民
の
曽
さ
ん
と
留
学
生
産
ち
が
交
流

し
ま
し
た
。

海
の
な
い
吉
林
省
か
ら

の
留
学
生
は
、

青
＜
澄
ん
だ
海
を
み

て
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

次
回
ほ
、

旧
正
月
を
楽
し
お
会
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

野
球
部
、

サ
ッ
カ
ー
部
奮
闘
中

両
ク
ラ
ブ
は
、

今
季
上
部
り
―

グ
に
昇
格
し
た
も

の
の
、

強
豪

チ
ー
ム
を
相
手
ほ
苦
戦
し
て
い

ま
す
。

野
球
部
は
、

春
季
リ
ー
グ
２
部

最
下
位
な
が
ら
も
入
替
戦
睦
連

勝
し
、
２
部
残
留
決
定
。
９
月
下

旬
か
ら
の
秋
季
リ
ー
グ
戦

で
雪

辱
を
期
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
ほ
、
２
部
リ
ー
グ

戦
で
は
第
３
節
時
点

で
３
敗
の

成
績
。
了
月
１６
日
０
年
前
１１
時
か

ら
県
大
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
全
国
社

会
人
グ
ラ
ブ
チ
ー
ム
選
手
権
県

予
選

（２
年
前
は
中
国
大
会
第
３

位
）
の
試
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民

の
普
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
＜
お
願

い
し
ま
す
。

■reli軍実韓殴本踏峰!

ォ■ブ7キ【7ぶズ韓鶴

まず見て ・間いて ・価醸しよう。

相来がグンと身近になるよ。

キヤンパスランテ無糾体験

オリジナれグッズブレゼント

授業仙鹸・学生東流・健事情談

松江、津示□野、広島発着

無料送迎バスを運行します。

本学志願者だけでな<「 大学」を模擬1/A

験したい方も大歓迎。教員 ・保護者の皆

さんのための説明会もあります。

(問い合わせ先 :学生グループ)

広報|ままだ :平成 17年 7月 15日暑
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市1主1目1書館

限 画上限会

日時 7月 26日側

幼児向け 午 前10時～11時

「おぬすびころりんJ「―休さん」「白雪姫」

「トムソーヤの冒険」

小学生向け 午 後 1時 30分～ 20寺20分

「坊ちゃん」

日時 7月 28日困

幼児向け 午 前10時～11時

「3び きの子Sを 」

「おやゆび姫」

「さるかこがっせん」

「うりこひめ」

小学生向け 午 後 1時30分～ 2時 50分

「青い海のエルフィ」

場所 図 書館 2F会 議室

日時 8月 19日⑥

高校生～一般 午 後 了時～ 8時 40分

「愛の黙示録」

日時 8月 26日⑥

中学生～一般 午 後 了時～ 8時 50分

「友情」

場所 図 書館ホール

1月～金 |

| ■= 戸

申|し込み・

電話番号

9:00～ 19:00

9:00～ 17:00

い合わせ先
22-0480

植物なんでもrE談塁
植物|こ関すること、疑間|こ思つてること、調

べをいこと、そのほか何でも質問して<だ さしヽ。

図書館の本を一緒|こ探したりしながら、講師の

先生|こ相談にのつてもらいます。

日時 7月 30日0、 31国(日)

午後 1時30分ん4時 まで

場所 図 書館児童室

講師 下 日昌利さん

土
窄り講習会

夏休みの思い出 こ自分だ|すの才 リジナルの絵本を

作ってみませんか ?き っと良い記念になるでしよう。

対 象  小 学生

日 時  1回 目 8月 了日(日)2回 目 8月 21日(日)

午前 9時 30分～正午

場 所  石 見公民館

定 員  30人

参加料 無 料

講 師  桧 垣友書さん

持つてくるもの

1回 目 新 聞榊 国分、ものさし (30センチ)、カツ

ター、鉛筆、消 しゴム、ほさみ

2回 目 新 聞紙 1日分、色鉛筆、ワーピーなど絵を

か<道 具

※ 製 本などもありますので、できるだ|サ保護者の参

加をお願いします。

申し込み 7月 15日0か ら電話で受け付けます。

定員|こなり次第締め切 ります。

ヲ ゴ顕 饉顕

r 折 り組 数 皇

折り紙でいろいろなものを作つて楽しみませ

んか?

対象 小 学生

日時 8月 3日 四  午 後 1時 30分～ 3時

場所 図 書館 2F会 議室

講師 田 中泰子さん

定員 20人

持ってくるもの

ほさみ、のり

申し込み

7月 15日0か ら

電話で受|す付け

ます。定員こな

り次第締め切り

ます。

戦争に関するAの 届示
～終戦60年を記念 して

図書館|こ所蔵している戦争|こ関する本を□

ビー区展示します。

日時 8月 1日個)～30日側

場所 図 書館ロビー

広報はまだ :平成17年7月 15日暑



協‐移対策ほスキンーヶ
・
7‐い

湿疹対策|こは、スキンケアが重要。アト

ピー性皮膚糞の予防|こもなります。ここで

は、その重要なスキンケア|こついて、お話

しします。

＊
ス
キ
ン
ケ

ア
＊

大
人
区
比
べ
赤
ち
ゃ
ん
の
皮
膚
ほ

薄
＜
敏
感
で
、

生
後
３
か
月
を
過
ぎ

る
こ
ろ
か
ら
か
さ
か
さ
に
乾
燥
し
て

き
ま
す
。

乾
燥
肌
ほ
皮
膚
の
バ
リ
ア

機
能
が
弱
＜
な
り
異
物
が
侵
入
し
や

す
い
状
態
で
す
。

こ
の
た
め
肌
ほ
つ

い
た
汚
れ
は
落
と
し
、

乾
燥
区
ほ
注

意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
毎
国
の
ス
キ

ン
ケ

ア
で

は
、

「汚
れ
を
落
と
し
な
が
ら
も
、

防

要
な
皮
脂
ほ
守
る
」
こ
と
が
基
本
と

な
り
ま
す
。

◎
よ
だ
れ
や
、

母
乳
、

一ミ
ル
ク
、

食
ベ

物
が
□
の
ま
わ
り
に
つ
い
た
と
き

は
、

そ
の
つ
ど
ぬ
れ
た
ワ
才
ル
な

ど
で
や
さ
し
＜
ふ
き
取
り
ま
す
。

◎
お
風
呂
で
気
を
つ
け
る
こ
と
―

・
熱
い
お
湯
ほ
赤
ち
ゃ
ん
の
大
切
な

皮
脂
を
う
ば
い
ま
す
。

お
湯
の
温

度
は
３８
～
３９
℃
ぐ
ら
い
が
適
温
で

す
。

中

中

｀
■、卜、

:「源由市自1育推進ネウトワ■ク:‐を立ぢ上げましたよ

市では次世代を担う子どもたちの心身の健やかな成長を育お会環境を

つ<る ため|こ、」A・漁協・老人クラブ連合会・PTA連 合会や行政など

13の関係団1/1で「浜田市食蕎推進ネットワーク」を結成しました。

活動内容

1 関 係機関の連携

3 食 育プランの推進

2 幼 児や関係者|こよる食の外験

食の体験

地域やネットワーつの人々の支援を得て、商虫れる」「つ<る 」「食べる」

「交流する」を農産物と水産物|こつしヽて実施します。

○農産物-2つ の保育所で実施

5月  夏 野菜の苗の植付け

6月  さ つまいもの苗の植付け

7月  夏 野菜の収穫祭

8月  そ ばの種まき

12月 そ ば打ち会

○水産物一了つの保育所と幼稚園で実施

7～ 11月 魚 こ触れる機会を作り、魚料理|こチヤレンジし、おいし<

食べる。

食育プランの推進

1  浜 日圏域健康長寿しまね推進会議が作成したプランを基|こ、今年度の

1 推 進国標を決め、保育所・幼稚園・′」ヽ中学校や家庭などでの取り組みを検  |

1 討 していきます。

占子        _田

・
ナ
イ
ロ
ン
タ
才
ル
で
ゴ
ン
ゴ
シ
こ

一

す
る
の
も
大
切
な
皮
脂
が
な
＜
な

一

る
原
因
で
す
。

石
け
ん
を
泡
立
て

一

て
泡
で
そ
っ
と
体
を
包
み
込
お
よ

一

う
ほ
洗
い
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
一

・
洗
い
終
わ
っ
た
ら
る
け
ん
分
が
残

一

ら
な
い
よ
う
　
　
モノ

ゴ
　
　
　
　
一

区
ン
ャ
ワ
ー

で
よ
＜
流
し

ま
す
。

・
湯
上
り
ほ
や
わ
ら
か
い
夕
才
ル
で

押
さ
え
る
よ
う
ほ
体
の
水
分
を
吸

い
取
り
ま
し
よ
う
。

※
　
夏
場
の
汗
も
湿
務
を
悪
化
さ
せ

ま
す
。

汗
を
か
い
た
後
は
、

そ
の
つ

ど
、

シ
ヤ
ワ
ー
で
さ

っ
と
洗
い
流

す
か
、

ぬ
れ
た
ワ
才
ル
で
や
さ
し

＜
る
い
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

皮
脂

が
落
ち
す
ぎ
な
い
よ
う
に
ち
け
ん

は
１
日
１
回
で
十
分
で
す
。

※
　
皮
膚
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は

保
湿
が
魅
要
と
な
り
ま
す
の
で
主

治
医
な
ど
に
相
談
し
皮
膚
に
合

っ

た
保
湿
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

（子
育
て
支
援
課
）

広報ほまだ :平成17年 7月 15日暑



医療の窓日から  老 人医療受給者の皆さんヘ

次の条件を満たす人は、入院時|こ支払う 1日 780円の  食 事代

食事代と医療機関|こ支払う 1か 月の自己負担限度額が

減額される 「限度額適用 ・標準負担額減額認定証」を交

付しますので、申請して<だ さい。

条件 世 帯全員こ市民税がかかつていないこと。

申請に必要なもの

・保険証  ・ 老人医療受給者証  ・ E日鑑

認定後の負担額 〈自己負担限度額〉

外来 (個人ごと)

」し >く す二!!＼ !寡■C

(外来十八院)

低所得者 工(注 1)
8,000F電

24,600F電

低所得者 I(注 2) 15,000円

を持参 して<だ さい。

注意 現 在、認定を受けている人が 8月 からヨ|き続き認定を受けるため|こは、再度申請が必要です。

申請 ・問い合わせ先 福 祉総務課保険係 (a内線 156・ 158)

(注1)世 帯員全員が市民税非課税の人。

(注2)世 帯員全員が市民税非課税であつて、その世帯

の所得が一定基準以下の人。

※ 外 来受診の場合、いったん一定割合を医療機関で支

払い、あとで申請して払戻しを受|サます。

「高額医療費支給申請」をしていなしヽ人は、申請が防

要です。本人の□座番暑 (郵便局以外)が わかるもの

1日|こつき

低所得者 工(注 1)
90国以下 650F電

91日以上 500F電

低所得者 I(注 2) 300F電

③

G

因
に
「
見
え
に
＜
さ
（目
の
使
い
方
と
　
一　
　
ヴ
を
測
定

り
ま
す
。

子
ど
も
の
目
の
発
達
や
、

　

一　
　
訓
練
方
法
な
ど
の
説
明

検
査
万
法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
　
一　
　
方

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
〇
成
人
の
相
談

受
付
　
午
前
９
時
４０
分
～
１０
時

盲
学
校
の
概
要
紹
介
　
午
前
１０
時
～

１０
時
郷
分

情
報
提
供

「発
達
区
配
慮
し
て
見
る

力
を
正
し
＜
評
価
す
る
た
め
に
」

午
前
１０
時
刻
分
～
１０
時
４０
分

○
教
育
相
談
会

見
え
万
ほ
関
す
る
こ
と
、

日
常
生

活
や
学
習
で
の
困
難
な
ど
に
対
す
る

相
談

（魅
要
に
応
じ
て
視
力
測
定
、

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

，

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

！中

や

や

中

η

ミ

、

ミ

単

ミ

、

ミ

、

ミ

ミ

ミ

、

ミ

、
ミ

ミ

ミ

ヽ

ミ

ヽ
ヽ
ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

、

ミ

ミ

ミ

、

ミ

、

ミ

ミ

ミ

ヽ

ミ

ミ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

ヽ

ミ

、

ミ

、
ミ

ミ
ミ

ミ
ミ

″
「後
え
峰
喜
教
育

ゲ
関
行
惨
参
」
済
五
び

″
　

「日
に
つ
い
子
の
教
召
初
教
参
」を
な
い
ま

″）
多

ク
多

ク
イク々
タク多

ク
多

夕

多
夕
多

タ
タ

タ
多
夕

多

ク
タ

タ
ク

ク
ク
ア

移
ィ
タ

多

ク
多

ク
ク

ク

多
多

タ々
ク

タ

ヴ
多

多
タ

タ
たちァ
タ
ク
多

クク

ア

ク

ク
えク
タ

タ
多

夕
多

日
時
　
７
月
３‐
日
０
　
　
　
　
　
　
　
一　
簡
単
な
視
野
計
測
な
ど
実
施
可
）

午
前
１０
時
～
午
後
１
時
４０
分
　
　
　
一　
相
談
時
間
　
①
午
前
１０
時
～
１１
時
、

会
場
　
い
わ
み
―
る

（野
原
町
）
　

一　
　
②
午
前
１１
時
１０
分
～
午
後
０
時
１０

ス
タ
ッ
フ
　
県
立
首
学
校
教
職
員
　
　
一　
　
分
、

③
午
後
０
時
４０
分
～
１
時
４０

分

○
乳
幼
児
、

児
童
生
徒
の
相
談

見
え
方
や
発
達
、

学
校
で
の
学
習

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
育
児
に
つ
い
て

（日
常
生
活
の
過

ご
し
方
、

関
わ
り
方
な
ど
）

○
視
覚
障
害
教
育
公
開
研
修
会
　
　
　
一　

・
保
育
所
や
幼
稚
園
で
の
生
活
が
円

子
ど
も
の
落
ち
着
き
が
な
い
、

運
　
一　
　
滑
に
行
え
る
よ
う
援
助
の
仕
方
を

動
や
文
字
の
読
み
書
き
が
苦
手
の
原
　
一　
　
指
導
、
０
歳
児
か
ら
視
力
の
め
や

が
大
き
＜
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
あ
　
一　

・
視
覚
補
助
具
の
紹
介
や
そ
の
使
用

見
え
ほ
＜
さ
の
早
期
発
見
の
た
め
の
　
一　

・
教
育
現
場
で
の
魅
要
な
支
援
の
仕

視
覚
障
害
で
困
っ
て
い
る
人
の
社

会
自
立
ほ
向
け
て
の
相
談
ほ
応
じ
ま

す
。

・
パ
ソ
コ
ン
や
歩
行
訓
練
、

点
字
指

導
な
ど
日
常
生
活
が
円
滑
ほ
行
え

る
よ
う
情
報
提
供

。
本
校
高
等
部
へ
の
入
学
に
つ
い
て

の
相
談
、

あ
ん
ま
・
マ
ツ
サ
ー
ジ
・

指
圧
師

・
は
り
師

・
き
ゆ
う
師
資

格
取
得
に
つ
い
て
の
相
談

す
タ
ケ
″
ク
ち
々
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レク
ィ
ク
レ
″
″
クタ

。
そ
の
他
、

視
覚
障
害
区
つ
い
て
の

情
報
提
供
や
、

関
係
機
関
へ
の
紹

介
○
視
覚
障
害
補
助
具
の
展
示

生
活
便
利
グ
ッ
ズ
、

文
房
具
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

ご
自
由
ほ
ご
覧
＜

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
７
月
８
日
ω

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
立
首
学
校
　
山石
本
さ
ん

（
容
０
８
５
２
①
８
２
２
１
、

□
０
８
５
２
①
８
２
２
２
）
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含
ヤ
ネ
を
子
備
ｋ
よ
う
！

近
年
、
０

‐
１
５
７
や
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
、

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
に
よ
る

食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

食
中

毒
予
防
の
三
原
則
ほ
次
の
３
つ
で

す
。

こ
れ
ら
を
守

っ
て
、

毎
日
の
生

活
の
中
で
予
防
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

食
中
毒
の
原
因
菌

ロ
ウ
イ
ル
ス
を

つ
け
な
い
　
食
品
や
調
理
器
具
、

手

指
な
ど
を
十
分
洗
う

増
や
さ
な
い
　
き
ち
ん
と
保
存
、

早

め
ほ
食
べ
る

死
滅
さ
せ
る
　
食
品
の
加
熱
や
調
理

器
具
の
殺
菌
を
徹
底
す
る

食
中
毒
と
い
う
と
、

レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
飲
食
店
で
の
食
事
が
原
因
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、

家
庭
で
の
食
事

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
庭
の
食

事
が
原
因
の
食
中
毒
ほ
全
保
の
２０
％

近
＜
を
占
め
て
い
ま
す
。

食
中
毒
か
な
？
と
思

っ
た
ら

吐
き
気
や
嘔
吐
、

下
痢
、

発
熱
、

唇
の
し
び
れ
な
ど
が
起
こ
っ
た
ら
、

食
中
毒
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

同
じ

食
事
を
し
た
人
に
同
様
の
症
状
が
あ

れ
ば
、

さ
ら
に
食
中
毒
で
あ
る
可
能

性
が
高
＜
な
り
ま
す
。

潜
伏
期
間
や
症
状
は
、

食
中
毒
の

原
因
と
な
る
網
菌
、

ウ
イ
ル
ス
や
有

毒
物
に
よ

っ
て
異
な
る
た
め
、

＜
れ

ぐ
れ
も
自
己
判
断
せ
ず
、

す
み
や
か

に
医
師
区
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

そ
の
時
は
、

・
い
つ
症
状
が
出
始
め
た
か

・
ど
ん
な
症
状
か

。
な
に
を
食
べ
た
か

を
報
告
し
て
＜
だ
さ
い
。

こ
ん
な
対
応
を

・
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
ほ
水

分
を
十
分
に
と
り
、

早
め
ほ
一受
診

す
る
。

・
自
己
判
断
で
下
痢
止
め
な
ど
の
市

販
薬
を
飲
ま
な
い
。

・
安
静
ほ
す
る
。

・
二
次
感
染
に
注
意
す
る
。

（消
毒
・

手
洗
い
を
）

（健
康
長
寿
課
）

ぁはにはBT炎ウイた を要けましたが?
(B型 肝炎 ・CttBT炎

肝硬変の要因

日本における肝硬変、肝臓がんなど肝臓病で死亡

する人は、年間約 4～ 5万人と推定されます。そ

の大きな要因が肝糞ウイルス (B型 ・C型 )な の

です。

どうして検査が必要なの?

健
虜
個
霞

○
健
康
相
談

血
圧

・
体
脂
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、

尿
に
含
ま
れ
る
三
コ

チ
ン
濃
度
測
定

（無
料
）

日
時
　
７
月
塑
日
０

年
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（ａ
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
１９
日
側

午
後
７
時
～
９
時

料
修

資
監

場
所
　
浜
日
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
こ

「やさしい肝炎」
(財)ウイルス肝炎研究財団

肝炎ウイルスは感染しても、ほとんど自

覚症状があ
Ⅲ
りません。検査を受けて、感

染の有無を知ることが大切です。

気づかずに放つておくと、肝硬変や肝臓

がんに進行する可能性もあります。

なるほど、肝臓の異常を早期に見つけるためには、肝

炎ウイルス検診を受けることが大切なんですね。

～40代LSA上の人はぜひf虜解炎ウイれス検宣を～

6月 1囲から10月31日まで、市内の指定医療機関において検査を実施し

ています。検診の内容など詳細|こついては、広報ほまだ 6月 1園豊をご覧

<だ さい。

問い合わせ先 健 康長寿課健康推進係 (a内 線 163・ 164)

ピ■1命
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その他 31%
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学
校
開
放
講
座

～
海
か
ら
知
る
浜
臣
体
験
航
海
～

水
産
高
校
所
有

の
小
型
練
習
船

「あ
わ
し
ま
」
に
乗
船
し
、

最
新
鋭

の
装
備
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

海

か
ら
郷
土
浜
日
を
眺
め
、

イ
カ
釣
り

体
験
を
し
な
が
ら
浜
田
の
海
へ
の
関

心
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
一
般
お
よ
び
保
護
者
を
伴
う

中
学
生

Ｉ
期
８
月
２７
日
働
　
午
後
６
時

～
８
月
郷
日
０
午
前
２
時

工
期
　
９
月
１０
日
働
　
午
後
６
時

～
９
月
１１
日
０
午
前
２
時

集
合
時
間

午
後
４
時
３０
分
～
５
時

※
　
天
候
不
良
の
場
合
は
中
止

集
合
場
所
　
浜
日
水
産
高
等
学
校
海

洋
技
術
科
実
習
棟
（瀬
戸
ヶ
島
町
）

先
着
刻
人

（結
果
に
つ
い
て
は

連
絡
し
ま
す
）

１
、
０
０
０
円

（イ
カ
釣
り
漁

具

・
保
険
料
な
ど
含
お
）

申
込
締
切
日
　
Ｉ
期
８
月
‐２
日
０
、

工
期
８
月
２９
日
働

（魅
着
）

申
込
方
法
　
往
復
ほ
が
き
に
住
所
、

氏
名
、

生
年
月
日
、

電
話
番
暑
、

希
望
す
る
期

（Ｉ

・
Ⅱ
期
の
い
ず

れ
か
）
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
＜

だ
さ
い
。

開
放
講
座
係
　
中
谷
徹
二
さ
ん

（公
②
３
０
９
８
、

〒
６
９
７
１
０

０
５
１
　
瀬
戸
ヶ
島
町
％
‐
３
）

県
立
石
見
武
道
館
・サ
イ
ベ
ッ
ク
ス

に
よ
る
筋
力
測
定

サ
イ
ベ
ツ
ク
ス

（等
速
性
筋
力
測

定
装
置
）
を
利
用
し
た
筋
力
測
定
を

行
い
、

各
自
の
筋
カ
レ
ベ
ル
を
把
握

し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
屋
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

７
月
１７
日
、
９
月
‐８
日
、

１０
月

‐６
日

（い
ず
れ
も
日
躍
日
）

午
前

１０
時
～

日

無
料

※
　
電
話
で
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ

申
込
締
切
日
　
各
開
催
日
１
週
間
前

〔∪

六
日
一
県
立
石
見
武
道
館

容

②
７
１
７
０
）

平
成
１７
年
度

島
根
県
民
文
化
崇
・文
芸
作
品
募
集

応
募
資
格
　
県
内
に
在
住
、

在
勤
在

掌
し
て
い
る
人
お
よ
び
出
身
者

短
歌
，俳
句
。川
柳
　
１
人
３
首
（旬
）

以
内
、

官
製
ほ
が
き
で
応
募

詩
　
１
人
１
篇
、

原
稿
用
紙
２
枚
以

内
散
文

（随
筆
、

小
説
、

評
論
な
ど
）

１
人
１
篇
、

原
稿
用
紙
２０
枚
以
内

応
募
期
間
　
８
月
３‐
日
四
　
当
日
消

印
有
効
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

一応
募
は
８
月
勢
日
四
ま
で

賞

・
公
表
　
優
秀
な
作
品
ほ
対
し
、

種
目
別
ほ
真
を
贈
り
、

「島
根
文

士
蛮

（セ
月
１１
日
発
行
）
に
掲
載
し

ま
す
。

応
募
方
法

・
応
募
規
定
　
郵
送
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募

で
、

本
人
の
自
作
か
つ
未
発
表
の

作
品

ほ
江
市
殿
町
１
番
地
　
島
根
県
環

境
生
活
部
文
化
国
際
課
文
化
振
興

室

（公
０
８
５
２
②
５
８
７
８
）

第
５
回
さ
ん
さ
い
石
見
路

ツ
ー
デ
ー
，
オ
ー
ク

自
然
の
中
、

江
戸
時
代
の
石
畳
な

ど
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
程
　
９
月
３
日
０
、
４
日
０

出
発
式
　
午
前
９
時
～

ス
タ
ー
ト
　
９
時
３０
分

３
日
０
　
旭
町
コ
ー
ス
（９
輸
・‐４
愉
）

旭
温
泉
出
発

４
日
側
　
金
城
町
コ
ー
ス

（６
輸
・

‐７
愉
）
波
佐
と
き
わ
会
館
出
発

※
　
１
日
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

１
、
０
０
０
円

（当
日
１
、
５

０
０
円

・
中
学
生
以
下
無
料
）

申
込
方
法
　
参
加
申
込
用
郵
便
振
替

用
紙
ほ
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

申
込
用

紙
ほ
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切
日
　
８
月
５
日
⑥

※
　
参
加
者
に
は
、

完
歩
証
を
発
行

し
ま
す
。

※
　
大
会
当
日
も
参
加
申
込
を
受
付

し
ま
す
が
、

記
念
品
な
ど
が
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

参
加

を
取
り
消
し
て
も
返
金
は
で
き
ま

せ
ん
。

き
ん
さ
い
石
見
路
ツ
ー
デ
ー

ウ
牙
―
ク
実
行
委
員
会

（浜
日
地

区
広
域
行
政
組
合
総
務
課
　
ａ
④

ｌ
４
６
８
）
、

商
工
観
光
課

（窓
内
線
２
２
８
）

月

７

所

所

７

前

場

場

口
午

鮪
締
浦
※ 小 雨決行 参 加した人|こほサ

ポート通貨 「ネ申楽」(500円相当)

を配布します。

牛尾さん(ao9o-8244-9429)

「全国豊かな海づ<り 大会をサ

ポートする市民1000人の会」

ボランテイ
ー
2海岸j吉掃

2 3日0

時30分から (18寺間程度)

マリン大橋入り□付近

マリン大橋周辺と宮の
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=問い合わせ先



市
営
住
宅
入
居
者

家
賃
　
収
入
額
に
よ

っ
て
異
な
り
ま

す
。

敷
金
　
入
居
時
の
家
賃
の
３
倍

受
付
期
間

７
月
１５
日
⑥
～
７
月
郷
日
⑥

応
募
資
格

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
こ
と
。

（身
体
障
害
者
・

５０
歳
以
上
の
人
な
ど
に
つ
い
て
ほ

１
人
で
も
入
居
可
能
）

。
政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
。

・
現
に
住
宅
Ｅ
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
　
詳
網
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

□

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（ａ
内
線
３
５
２
）

第電60霞 季葦0器 醤念

講習科 目 絵 画理論、実技 (人物、静

物、風景、油彩、水彩ほか)

対象 一 般、大学生、高校生、中学生

8月 2日似)3国 00。4日い (1、

2日 でも可能)

日 浜日高等学校
一般 ・大学生  3,000円

高校生     2,000円

中学生 1,700円

※ 小 学生の部は今年度から中

止します。

申込締切 日 7月 22日⑥

∈チ団 浜EB高等高校

石金昭広さん

(a② 0042、

□②2457)

募 集 住 宅
(間取 り) 建築年度 戸数 家隻

烈日住宅
(2K)

B召示□34年度 3戸 1,800～ 4,000円

は
０Ｄ

日

＜ 平成 3年 度 1 戸 18,300～ 40,200円

公営住宅入居基準早見表 (給与所得者 1人の場合)

収入基準
(円以下) 躙臥

家
出 快

族中壊
不人 +2人
3人家族

本人 +3人
4人家族

本人+4人
5人家族

本人+5人
6人家族

200,000
年間総収入 4, 151,999 4,627,999 5, 103,999 5.5751909 6,051,999

年間総所得 2,780,000 3,160,000 3,540,000 3,020,000 4,300,000

※身1/1障害者、50歳以上の世帯ほ収入基準が異なります。

平
成
１７
年
度
刑
務
官
採
用

受
験
資
格

刑
務
Ａ
　
昭
和
５‐
年
４
月
２
日
～
昭

和
６３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

刑
務
Ｂ
　
昭
和
５‐
年
４
月
２
日
～
昭

和
６３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

採
用
予
定
数

刑
務
Ａ

（中
国
地
区
）

採
用
予
定
数
約
３５
人

刑
務
Ｂ

（中
国
地
区
）

採
用
予
定
数
約
５
人

受
付
期
間

７
月
１９
日
側
～
８
月
２
日
側

（消
印
有
効
）

試
験
日
程

（第
１
次
試
験
）

９
月
帽
日
個

試
験
種
目

教
養
試
験

・
作
文
試
験

法
務
省
広
島
矯
正
管
区

（
な
０
８

２

‐
２
２
３

‐
８
１
９
８
）
人
事

院
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
国
家
公
務
員
採

用
試
験
情
報

す
一一ｏ
い＼＼〓〓〓
　
」
一⊃
」
一　
∞〇
　
」ｏ＼∽ω
一く〇

＼∽①
一＜〇　す
一ヨ

島
根
大
学
医
学
部
看
護
学
科
学
生

（社
会
人
特
別
選
抜
）

出
願
期
間

８
月
１
日
働
　
午
前
９
時
～

８
月
５
日
０
　
午
後
５
時

募
集
人
員
　
若
干
名

試
験
日
　
８
月
ダ
日
０

試
験
会
場
　
晶
根
大
学
医
学
部

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス

試
験
科
目

小
論
文
、

個
人
面
接

入
試

・
大
学
院
室

（ａ
０
８
５
３
④
２
０
８
７
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『鏡
山
お
初
』

開
場
午
後
６
時

開
場
午
後
２
時

レ１
、
５
０
０
円

下
）
５
０
０
円

当
日
　
　
大
人
１
、
８
０
０
円

小
人

（高
校
生
以
下
）
７
０
０
円

岩
町
さ
ん

（ａ
②
２
７
３
９
）

石
見
ラ
イ
ド
試
走
会

石
見
路
を

一
周
す
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
３０
日
０
　
午
前
９
時
か
ら

だ
ん
ざ

よ

ア
ク
ア
ス
を
出
発
。

旭
町
や
断
魚

渓
、

石
見
銀
山
を
通
っ
て
午
後
５

時
頃
大
田
市
役
所
ほ
到
着
。

７
月
３‐
日
０
　
午
前
８
時
か
ら
大

日
市
役
所
を
出
発
。

美
郷
町
を

通

っ
て
午
後
４
時
頃
ア
ク
ア
ス
区

到
着
。

当
さ
ん
の
ご
声
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

の
プ
ラ
ン
ド
ウ
　
石
見
ラ
イ
ド

事
務
周
（ａ
０
８
５
２
②
０
０
０
９
）

移
動
■
一スバ
ウ
ヤ

対
象
　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看
護

職
員
な
ど

内
容
　
求
人

・
求
職
相
談
、

看
護
情

報
の
提
供
な
ど

８
月
１０
日
囚
、
９
月
１４
日
佃

午
後
１
時
～
４
時

県
看
護
協
会
訪
間
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（日
町
）

森
川
友
子
さ
ん

（県
看
護
協
会
再

就
業
相
談
員
）

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（ａ
０
８
５
２
②
８
５
１
０
）

∈∋g量窒キ
人 前 石 開 7 開 7 い 1 1 ヤ
^ 売 央 演 月 演 月

°
ジ 0 ス

高 り 文 2 3 1 6 3 0  カ 0 卜
校   化  時  日 時  日    )レ 人  70
生 大 ホ 3 0 ( B 1 3 0 1 ■l  で の 人
以 人 1分   分

小
日□
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震
除
　
批
醍
統
覇
だ
Ｆ

７
月
２３
日
０
　
午
前
１１
時
～
午

後
５
時
　

主ヽ

一ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
、

焼
き
鳥
、

た
こ
や
き
、

う
ど
ん
な

ど
坂
日
写
真
館
前
元
信
金
東
駐
車

場
７
月
３０
日
０
　
午
後
６
時
～
９

時
　
不
用
品
バ
ザ
ー
ル
、

焼
き
鳥
、

ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
、

を
き
こ
み
ご
ほ

ん
な
ど

朝
日
町
商
店
街

マ
ー
ケ

ッ
ト

（研
修
セ
ン
タ
ー
）

朝
日
町
商
店
街
振
興
組
合

公

①
２
７
５
０
）

殿
町
商
店
街

『さ
ま
ト
イ
ン
と
　
　
ち
』

県
大
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

と
大
道
芸
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
、

焼
き
鳥
、

う
ど
ん
、

焼
き
そ
ば
、

ミ

三
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
、

金
魚
す
＜
い
、

ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど

７
月
勢
日
０
　
午
後
４
時
～
９

お
祭
け
だ
よ

一
絡
に！
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
ユ

時
３０
分

（少
雨
決
行
、

雨
天
中
止
）

石
神
社
境
内

（警
察
署
そ
ば
）

□

殿
町
商
店
街

野
藤
さ
ん

（
容
②
０
４
３
４
）

ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
や
な
わ
と
び
大

会
、

お
―
い
大
輪
＆
山
下
時
子
才
ン

ス
テ
ー
ジ
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ

＜
さ
ん
で
行
い
ま
す
。

７
月
２７
日
四

午
後
５
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

国
府
海
岸
中
央
広
場

（国
民
宿

舎
干
畳
苑
下
）

国
府
き
ん
さ
い
祭
実
行
委
員
会

事
務
周

（
ａ
④
０
１
０
９
）

新
町
酢
庁
街
土

ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
、

そ
う
め
ん
流
し
、

金
魚
す
＜
い
、

す
い
か
割
り
な
ど

了
月
３０
日
働

午
後
了
時
～
９
時
３０
分

□

新
町
商
店
街
　
新
町
通
り

（歩
行
者
天
国
）

□

新
町
商
店
街
　
平
野
義
軌
さ
ん

公

②
０
２
３
０

る
れ
恐
で

第
２８
回
銀
天
街

ど
ん
ち
っ
ち
タ
ウ
ン
夏
祭
り

わ
ん
わ
ん
動
物
ラ
ン
ド
、

ビ

ン
ゴ

ゲ
ー
ム
大
会
、

ピ
ー
カ
ー
ブ

ー
と

歌

っ
て
遊
ぼ
う
、

恵
比
須
舞
い
、

工

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
大
蛇
、

露
店
お
よ

び
縁
日
な
ど

８
月
５
日
０
　
午
後
５
時
～
‐１

時

（少
雨
決
行
、

雨
天
中
止
）

銀
天
街

（昭
和
通
り
、

東
通
り
）

浜
日
駅
前
銀
天
街
協
同
組
合

〔Ｕ
　
８
月
５
日
０
　
午
後
了
時
１０
分
～

８
時
４５
分
　
雨
天
中
止

県
水
産
試
験
場
（瀬
戸
ヶ
島
町
）

上
映
予
定

①
ほ
し
の
ゆ
う
え
ん
ち

②
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
光
の
王
国

③
交
通
安
全

日

無
料

瀬
戸
ヶ
島
ア
ニ
メ
実
行
委
員
会

浜
日
修

一
さ
ん

（ａ

・
□
④
０
７

６
９
）

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
後

野
町
　
向
原
正
治
　
▽
笠
柄
町
　
堀

義
人
　
▽
長
沢
町
　
小
笠
原
博
久

▽
下
府
町
　
佐
藤
正
　
▽
相
生
町

畑
岡
徹
　
▽
上
府
町
　
佐
々
木
克
己

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
止
府

町
　
河
野
早
恵
子
　
▽
下
府
町
　
清

水
義
三
　
▽
清
水
町
　
中
井
ま
り
子

▽
日
脚
町
　
山
崎
正
　
▽
朝
日
町

床
並
哲
夫

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
下
府
＝
▽
下

府
町
　
川
畑
琴
枝
　
○
下
府
２
Ｈ
▽

下
府
町
　
川
畑
琴
枝
　
○
日
脚
８
＝

▽
日
脚
町
　
山
崎
正
　
○
日
脚
＝
▽

日
脚
町
　
山
崎
正
　
○
下
府
６
１
１

＝
▽
下
府
町
　
清
水
義
三
　
〇
宇
津

井
＝
▽
宇
津
丼
町
　
】選
藤
俗
己
　
○

相
生
２
１
３
＝
▽
相
生
町
　
稲
垣
正

弘◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
相
生
２
＝
▽

相
生
町
　
畑
岡
徹
　
○
長
沢
２
＝
▽

長
沢
町
　
小
笠
原
博
久
　
○
下
府
＝

▽
下
府
町
　
清
水
義
三
　
〇
後
野
Ｈ

▽
後
野
町
　
臼
原
正
治

◎
た
ん
ぱ
ぱ
の
里
へ
　
▽
笠
柄
町

堀
義
人
　
▽
港
町
　
島
野
恒
雄

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
国
分
＝
▽
国

分
町
　
原
日
澄
江

◎
府
城
セ
ン
タ
ー
ヘ
　
▽
上
府
町

佐
々
本
豪

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
相
生
町
　
村
上

知
子

◎
浜
田
地
区
消
防
本
部
へ
　
▽
松
羽

白
治
会

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
す
み
よ
し
洋
装
店

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
原
井
小
学

校
校
舎
改
築
期
成
同
盟
会

お忘れな く〃

固定資産税 (第2期 )。国民健康

保険料 (第2期 )の納期限は、8月

1日(月)。□座振替日は、7月 28日側

です。

訂正

「広報はまだJ7月1日暑こおいて、次のとおり誤
りがありましたので、訂正してお記びします。

16行    ~~~~~一
___

ゴマアザラー/の

ゴマフアザランの

一‐６
誤
正

13  広 報ほまだ :平成17年 7月 15日暑 匝〕
=日0寺腹〕
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浜 田市世 界 こども美術 館

浜田市野原町859-1(県立大学となり)
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855-23-8451
■ホームページ…hitp7/Fish miracle neJp/hama b/

こ
ど
も
美
術
館
で
７
月
２３
日
０
か

ら
始
ま
る
展
覧
会
は
、

「芸
術
ほ
爆
発

だ
！
」
と
い
う
言
菜
で
有
名
な
岡
本

太
郎
と
、

彼
に
大
き
な
影
響
を
写
え

た
巨
匠
ピ
カ
ソ
の
二
人
を
紹
介
す
る

も
の
で
す
。

岡
本
太
郎
ほ
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で

画
家
と
し
て
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

様
々
な
芸
術
家
た
ち
と

交
流
し
な
が
ら
独
自
の
表
現
を
模
索

し
て
い
ま
し
た
が
、

決
定
的
な
影
響

を
与
え
た
の
は
パ
リ
の
画
廊

で
出

会

っ
た
ピ
カ
ソ
の
静
物
画
だ

っ
た
そ

う
で
す
。

具
体
的
な
物
が
描
か
れ
て

い
な
が
ら
も
、

そ
れ
ら
は
変
形
さ
れ
、

現
実
か
ら
は
か
け
離
れ
て
い
ま
し

た
。

岡
本
太
郎
が

「熱
い
抽
象
」
と

呼
び
、

共
感
し
た
ピ
カ
ソ
の
表
現
で

す
。そ

の
後
、

赤
や
黄
色
な
ど
強
烈
な

色
彩
が
踊
る
情
熱
的
な
作
品
を
数
々

生
み
出
し
た
岡
本
太
郎
。

ピ
カ
ソ
ほ

影
響
を
受
け
、

さ
ら
に
独
自
の
表
現

を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

ピ
カ
ソ
ほ
版
画
を
中
心
に
、

人
物

描
写
の
面
白
さ
な
ど
を
実
感
で
き
る

作
品
約
２５
点
、

そ
し
て
、

岡
本
太
郎

は
２

ｍ
近
い
大
作
を
含
ん
だ
ダ
イ
ナ

ミ
ツ
ク
な
絵
画
、

ユ
三
十
ク
な
椅
子

な
ど
約
３０
点

の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

ま
さ
に

「芸
術
ほ
爆
発
だ
！
」

と
い
う
言
葉
通
リ
パ
ワ
フ
ル
ほ
爆
発

し
た
二
人
の
作
品
を
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
＜
だ
さ
い
。

『ま
術
は
爆
発
だ
≡

―
回
ホ
太
聞
と
ピ
カ
ツ
』
届

会
期
　
７
月
２３
日
０
～
９
月
４
日
０

料
金
　
一
般
　
　
　
　
　
５
０
０
円

高
校

。
大
学
生
　
３
０
０
円

小
学

・
中
学
生
　
２
０
０
円

Ｘ
！
会
朗
申
無
休

特
別
夜
間
開
館

☆
８
月
６
日
働
　
午
後
９
時
ま
で

☆
‐３
日
働
、

１４
日
０
　
午
後
７
時
ま

で
※
　
い
ず
れ
も
入
館
ほ
３０
分
前
ま
で

■
夏
脈
み
ス
ペ
シ
ャ
几

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

創
作
活
動
時
間
延
長
拡
大
版
／

《
ミ
ラ
ク
ル
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
》

鏡
を
貼

っ
た
ボ
ッ
ク
ス
に
絵
を
描

い
て
み
よ
う
。

小
さ
な
穴
か
ら
の

ぞ
い
て
み
る
と
、

は
て
し
な
い
鏡

の
世
界
が
広
が
る
よ
。

◎
８
月
１１
日
閃
～
１５
日
側

●
材
料
費
　
ひ
と
り
８
０
０
円

●
時
間
　
午
前
１１
時
～
午
後
４
時

ロ
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
び

っ
く
り
貯
金
箱
》

お
金
が
消
え
ち
ゃ
う
不
思
議
な
貯

金
箱
。

ど
ん
な
し
か
け
に
な

っ
て
る

の
か
な
。

楽
し
み
な
が
ら
つ
＜
っ
て

み
て
ね
。

◎
８
月
６
日
働
、
７
日
０

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

お
も
し
ろ
い
形
の
本
を
、

ギ
ヨ
ギ

コ
、
ト
ン
ト
ン
釘
や
ボ

ン
ド
で
＜
っ

つ
け

て
、

自
分
だ
け
の
作
品
を

つ

＜
っ
て
み
よ
う
。

◎
８
月
２７
日
０
、

郷
日
０

●
材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

０
時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

※
　
当
日
受
付
で
３
時
３０
分
ま
で
Ｅ

申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

８
月
は
休
館
Ｂ
な
し
で
皆
さ
ん
の

来
館
を
お
待
う
し
て
お
り
ま
す
ず

■
細
涼
創
作
大
会

風
鈴
づ
＜
り
や
水
を
使

っ
た
工
作

な
ど
夏
ら
し
い
創
作
が
で
き
ち
ゃ
う

イ
ベ
ン
ト
だ
よ
。

何
が
で
き
る
か
は
、

当
国
の
お
楽
し
み
。

さ
あ
み
ん
な
ダ

涼
み
を
し
に
美
術
館
へ
出
か
け
よ

一つ
。

◎
８
月
１３
日
働
、

１４
日
０

０
材
料
費
　
１
０
０
円
～
３
０
０
円

０
時
間
　
午
後
４
時
～
了
時

■
こ
ど
モ
美
術
笛
ま
つ
り
２
０
０
５

◎
８
月
劉
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

■
ミ
ュ
‥
ジ
ア
ム
・カ
フ
ェ

美
し
い
風
景
と
、

世
界
の
珍
し
い

飲
み
物
で
好
評
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・

カ
フ
エ
で
あ
な
た
も
＜
つ
ろ
い
で
み

ま
せ
ん
か
。

・３
Ｒ
の
お
す
す
め
メ
ニ
ユ
ー

イ

ン
ド
の
代
表
的
な
飲
み
物

・

ラ
ッ
ン
ー
、

∃
―
グ
ル
ト
風
味
の
冷

た
い
味
わ
い
深
い
飲
み
物
で
す
。

味

は
、

マ
ン
ゴ
ー
と
プ
レ
ー
ン
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

（写
真
）

▲ピカソと同本太郎

勿Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

゛

″　
一
般
講
座
受
講
生
募
集
　
苺

彰２
２
珍
２
２
珍
２
２
珍
２
２
２
″
珍
へ

《楽
し
い
陶
芸
》
（全
６
回
）

◎
８
月
％
日
閃
、

２６
日
０
、
９
月
１

日
内
、
２
日
⑥
、

２９
日
内
、

１０
月

ダ
国
内

定
員
　
１５
人

受
講
料
　
４
、
０
０
０
円

講
師
　
岡
日
容
量
さ
ん

《
趣
味
の
木
工
》
（全
６
□
）

◎
８
月
梵
日
内
、

発
日
０
、
９
月
１

日
内
、
２
日
ω
、

１５
日
内
、

１６
日

⑥
定
員
　
１５
人

受
講
料
　
６
、
０
０
０
円

講
師
　
佐
々
木

一
美
さ
ん

０
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
６
時
３０
分

～
９
時

※
　
木
工
は
写
真
の
よ
う
な
机
を
作

り
ま
す
。

参
加
申
込
み
は
、
７
月
郷
日
図
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み

口
問
い
合
わ
せ
先

世
界
こ
ど
も
美
術
館

公

④
８
４
５
１
）
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